
平成 29 年度 第 1 回 一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 木造専門委員会 木造技術部会 議事録 

開催日時 平成 29 年 8 月 4 日（金） 会 場 （一社）神奈川県建築士事務所協会 2 階会議室 

出 席 者 
（○） 

部 会 長：○寺坂良明 
副部会長：○堀池恒史 
委 員：×志村孝次 ○高橋英二 ○神田 暁 ○石関五郎 

木造技術部会 平成 29 年 8 月 4 日 議事録                 作成人 神田暁 
 
① 木造特記仕様書改定について 

前木造部会より引き続き、毎回部会で検討し、木造特記仕様書を完成させる。 
 

② ﾌﾟﾚｶｯﾄ工場見学会について 
前木造部会より検討していた神奈川県のプレッカット工場見学会の開催予定が路面凍結等の理由により

延期されていたが、今年の 4 月に寺坂部会長と高橋氏で先方へ挨拶に行ってきた。 
事務局費の経費（約 5 万円）の負担が大きいので、企画に問題があるが、単独でなく、大型・耐火木造部

会と合同でバスによる見学会開催の検討もしていいのではなかろうか？ 
予算・開催日・規模・交通手段をもう一度検討し、予算書を提出をする。（10/13 総財務へ） 
 

③ 講習会について 
講習会も同様に事務局経費の負担が大きい。会員外を対象に 3000 円～5000 円程度の会費で多くの人に

参加して頂けるように考える。前部会で検討していた基礎に関する講習はもう少し検討をし、N 値計算・

壁量計算・ｲﾝｽﾍﾟｸｼｮﾝの現地調査・新耐震木造住宅検証法の講習を来年度に開催する予定。 
新耐震木造住宅検証法については、部会員各自が調べて部会で勉強をし、一般の人からの問い合わせに対

応できるようにする。まずは 10/13 の総財務会議へ予算書を提出すべく、次回部会を 9/6（水）に開催す

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



平成 29 年度 第３回 一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 木造専門委員会 木造技術部会 議事録 

開催日時 平成 29 年 10 月 4 日（水） 会 場 （一社）神奈川県建築士事務所協会 2 階会議室 

出 席 者 
（○） 

部 会 長：○寺坂良明 
副部会長：×堀池恒史 
部 会 員：○高橋英二 ×神田 暁 
特別部員：×志村孝次 ×石関五郎 

１．議題 
 
（１）木造特記仕様書改定について 
 
  ・フラット 35 対応木造住宅仕様書、公共建築木造工事仕様書入手 
 
 
（２）プレカット工場見学会について 
 
  ・１月に実施予定。 
 
  ・質疑内容を検討 
 
   Ⅰ．設計・監理者側から  
 
    ・工務店との発注契約が済まないと施工図は出せないか。有償であれば可？  
    ・施工図作成に必要な最低限の設計図書、情報は。 
    ・構造設計の依頼は可能？ 
    ・耐力壁内の横架材継手処理は。  
    ・施工図の監理者の承認確認はどうしているか。 
 
   Ⅱ．施工者側から  
 
    ・荷捌き（現場搬入時の材の下ろし方）が上方より使用順になるとよい。 
    ・材の番付表示ヶ所が 1 方向より見えるようになるとよい。 
    ・金物のボルトとナットが分離してある状態で納入してあるとよい。 
    ・土台材（注入材以外）は 4 面処理してあるとよい。 
    ・見学に他催しを加えられないか。（例：餅つき 先方でＮＧ） 
 
 
（３）新耐震木造住宅検証法について 
 
  ・内容を検討し、講習会を催したい 
 
  ・堀池副部会長作成のソフト使用 
 
 
（４）その他 
 
 
次回日時 平成２９年１１月２２日（水）15:00～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



平成 29 年度 第４回 一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 木造専門委員会 木造技術部会 議事録 

開催日時 平成２９年１１月２２日（水） 会 場 （一社）神奈川県建築士事務所協会 2 階会議室 

出 席 者 
（○） 

部 会 長：○寺坂良明 
副部会長：○堀池恒史 
部 会 員：×高橋英二・○神田 暁 
特別部員：×志村孝次・×石関五郎 

（1）課題 
 
  ①木造特記仕様書改定 
 
   ・次回持越し 
 
  ②プレカット工場見学会 
 
   ・１月予定を延期 
 
   ・メイン内容を見学でなく勉強会としたい。よって、工場に近いところで、会場を用意できないか。

    そこに講師役として(株)市川屋（会員）さんを招請する。 
 
   ・質疑内容として、プレカットの際の断面の決め方、継手の決め方等を教えてほしい。 
 
   ・その他質疑事項あれば追加 
 
  ③新耐震木造住宅検証法について 
 
   ・講習会を開く。５０名程度。２時間程度。会員事務所対象。 
    日程は講習内容を精査したうえで決定する。 
 
   ・講習内容 範囲 検証法ステップ１、及び２で、ソフトは堀池部員の作成ソフト（フリー）を使用。

    又、上記フローの中の問題となるであろう箇所をプロットしておいて、注意、又は対処法等考えて

    おく。 
 
   ・ソフトの入力法を堀池部員に指南を受ける。 
 
  ④その他 
 
 
 
  次回日時：Ｈ３０年１月１８日（木）１５：００～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



平成 29 年度 第５回 一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 木造専門委員会 木造技術部会 議事録 

開催日時 平成３０年 １月１８日（木） 会 場 （一社）神奈川県建築士事務所協会 2 階会議室 

出 席 者 
（○） 

部 会 長：○寺坂良明 
副部会長：×堀池恒史 
部 会 員：○高橋英二・○神田 暁 
特別部員：×志村孝次・×石関五郎 

（１）課題 
 
   ①木造特記仕様書改定 
 
      ・次回繰り越し 
 
  ②プレカット工場見学会 
 
   ・工場見学は有志によるオプションとし、講習会をメインとする。 
 
   ・講習会場を近場に当部会で用意し、市川屋さんに講師を依頼する。 
    会場は近場になく厚木市周辺で探すしかない。 
    市川屋さんが講師を受けてもらえるか疑問。→打診する 
 
   ・会場を七沢温泉に設定し、日帰り湯とのセットでできないか。 
    会議できる部屋を持つ宿があるか調査が必要→調査する 
 
   ・市川屋さんが不能の場合、ナイスに依頼してはどうか。 
    会社規模も大きいし、講師、会議室もありそう。 
    ナイスさんは特殊工法が得意なようだが、在来一般構法も受けている。 
    いずれにしても、市川屋さんで不能となった後の手段とする。 
 
  ③新耐震木造住宅検証法について 
 
   ・次回繰り越し。 
 
  ④既存建物調査 
 
   ・指導委員会 2/13 開催講習会の連携について 
    → 山口委員長より不要とのこと。 
 
   ・今後の連携について 
    → 山口委員長よりお願いしたいとのこと。 
      指導委員会の主導にて参加する。 
 
   ○現地調査の実例ビデオの感想 
 
    ・H30 既存建物調査ビデオ講習会について下記のご提案をさせていただきます（Ｈ/30/1/18） 
 
     １．本講習会の位置づけについて 
 
      ・本講習会を受けるとどのような資格が得られるのか等 
      ・他団体で行われた既存建物調査技術者でも調査依頼を受けられるのか等、未だ理解が浸透し

       ていないようです。そのあたりの説明は再度必要と思います。 
 
     ２．解説について 
 
      ・ビデオを見ているだけでは、理解しにくいことが感じられました。映像の進行とともに、内

       容説明の解説（場合によっては停止して）が必要と感じられました。出来れば、チェックリ

       ストの配布も必要かと思います。 



 
     ３．外壁のレベル、倒れ測定の箇所について 
 
      ・現場状況により無意味との意見が出ました。この調査は外見的に客観的に状況を報告するの

       が目的で、不良となる原因を説明するのが目的でない。としました（合っていますね）が、

       そのあたりの説明も必要かなと感じました。個人的な判断で、チェック項目を省略すると、

       調査担当の瑕疵となる事があると言う様な事も、説明が必要と、感じられました。 
 
     ４．基礎コンクリート強度調査について 
 
      ・これは、確かオプションと思いましたが、シュミットハンマーを使用した事が無いという委

       員も多いようです。 
       依頼者にオプションであっても、移行するとなれば、説明できるようにしなければまずいと

       思いますので、やり方の概略を、説明した方が良いと思われます。例えば、測定時の態勢は

       重要で、外部がモルタル塗りの際、内部から衝撃テストを実施しなければならない。その時

       床下に潜り込んで、寝転んだ状態では、正確な測定値が得られない等。 
 
     ５．調査用器材について 
 
      ・最低限調査に必要な器材をリスト化したものがあればと思います。 
 
                                           以上。 
 
  ⑤その他 
 
 
   次回日時：Ｈ３０年２月２２日（木）１５：００～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



平成 29 年～30 年度 第６回 (一社)神奈川県建築士事務所協会 木造専門委員会 木造技術部会 議事録 

開催日時 平成３０年３月６日（火） 会 場 県民サポートセンター10F 

出 席 者 
（○） 

部 会 長：○寺坂良明 
副部会長：○堀池恒史 
部 会 員：○高橋英二 ○神田 暁 
特別部員：×志村孝次 ×石関五郎 

（１）課題 
 
①木造特記仕様書改定 
 
・作業方法の見直しについて 
 
 これまで３名以上で読み合わせでの修正としてきたが、この方法以外ない。 
 内容的に、建材等古く今汎用されてないものがかなりあるが、明らかに入手出来ないものは消去すると 
 して、新規書込み等は極力しない。 
 現在修正済までのデータを次回までに全部員に送付する。 
 
 
②プレカット工場見学会 
 
 ・前回の課題未調査。 
 
 
③新耐震木造住宅検証法について 
 
ａ）講習会概要を確定する 
 
 ・会場：県民センター（候補） 
 
 ・募集人数：５０名 
 
 ・募集対象：会員、非会員（所長クラス、兼業事務所） 
 
 ・日時：７，８月頃 16：00～18：00 
 
 ・講習会費：会員 2000 円 
 
 ・講習内容:２部構成 
  １部：検証法の位置関係、実務での活用法、使用に際しての注意点等 
  ２部：フリーソフトの紹介、それを使用した例題解説  
 
 ・講習配布資料：テキストは各自ダウンロードして持参。希望者には別途有償（１０００円程度）で 
         コピ－を渡す。その他ソフトの入力画面コピーを配布。 
 
         事務局でのコピー代金：カラー １５円/Ｐ、白黒  ５円/Ｐ 
 
 ・講習会収支概算 
  
  収入 会費２，０００円Ｘ５０名=１００，０００円 
  支出 
     会場費：１０，０００円弱 
 
     その他経費：５０，０００円 
 
     講師は部会員による  



 
ｂ）ちらし、ホームページによる広報用資料作り。 
 
 ・基本構想は当部会で作成するが、デザインは他委員会の協力を得たい。永島委員長に相談。 
 
 
④既存建物調査 
 
 ・山口指導委員長とのやり取りを報告。今後の講習会に際し協力することを申し合わせ。 
 
⑤その他 
 
なし 
 
 
次回日時：４／３（火）18：00～ 於 県民センター（会場費無料）９Ｆ 受付に集合  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



平成 29 年～30 年度 第７回 (一社)神奈川県建築士事務所協会 木造専門委員会 木造技術部会 議事録 

開催日時 平成３０年 ４月 ３日（火） 会 場 県民サポートセンター 

出 席 者 
（○） 

部 会 長：○寺坂良明 
副部会長：○堀池恒史 
部 会 員：×高橋英二 ○神田 暁 
特別部員：×志村孝次 ×石関五郎 

留意事項：堀池氏宛メールは容量５Ｍバイトが上限 
 
（1）課題 
 
 ①木造特記仕様書改定  
 
 内容修正作業完了。 
 
 この後は各部員の再チェックを経た後、各行の頭揃えを整え、委員長経由で理事会に処遇を移譲する。

 今後、省エネ関係の法改正にて不足等が出る可能性があるが、その時点で必要に応じ再度検討する。 
 
 ②プレカット工場見学会 
 
 
 ③新耐震木造住宅検証法について 
 
  ａ）講習会概要を確定する。  
 
   別紙企画書参照  
     
   収入  
      （会員 2,000 円）×50 名 ＝ 100,000 
      （会員外 3,000 円） 
 
    支出 
       会場費   5,000 
       資料コピー 300 × 50 部 ＝ 15,000 
       事務所経費 37,500 
       部員交通費 1,500 × 4 名 ＝ 6,000 
 
                    小計 63,500 
    収入残 36,500 
 
  ｂ）次回持越し 
 
 ④既存建物調査 
 
 
 ⑤その他 
 
 
 
次回日時：Ｈ３０年５月８日（火） １８:００～ 県民センターにて 
 
 
 
 
 
 
 

 



平成 29 年～30 年度 第８回 (一社)神奈川県建築士事務所協会 木造専門委員会 木造技術部会 議事録 

開催日時 平成３０年 ５月 ８日（火） 会 場 県民サポートセンター 

出 席 者 
（○） 

部 会 長：○寺坂良明 
副部会長：○堀池恒史 
部 会 員：×高橋英二 ○神田 暁 
特別部員：志村孝次 石関五郎 

１．課題 
 
 ①木造特記仕様書改定 
 
 ②修正作業完了確認 
 
  ・堀池氏による訂正漏れ修正有 
 
 ②プレカット工場見学会 
 
 ③新耐震木造住宅検証法について 
 
  ａ）講習会概要を確定する。 
   ・会場、募集人数 
    ・会場、日時は事務局付近にて再度検討。 
    ・日時 時間は 18：00～20：00 
    ・対象：専業事務所の所長クラス及び兼業（施工）事務所、会員、及び非会員 
    ・講習会費：会員 ３０００円 ・ 非会員 ４０００円  
    ・講習内容：別紙 
 
     Ⅰ部 （寺坂良明） 
     
      ａ）検証法の概要 以下の内容を検討した。 
        
        ・沿革 
        ・成因 
        ・活用法 
        ・フロー・ 
        ・使用ソフトの紹介 
     Ⅱ部 （堀池恒文） 
 
      ｃ）専門家による効率的な検証 
 
        ・例題によるステップ２解説 
      ｂ）所有者等による検証 
 
        ・対象建物 
        ・ステップ１解説  チェック１～６ 
 
  ｂ）ちらし、ホームページによる広報用資料作り 
 
 ④既存建物調査 
 
 ⑤その他 
 
次回日時 
 
 
 

 



平成 29 年～30 年度 第９回 (一社)神奈川県建築士事務所協会 木造専門委員会 木造技術部会 議事録 

開催日時 平成３０年 ７月 ３日（火） 会 場 県民サポートセンター 

出 席 者 
（○） 

部 会 長：○寺坂良明 
副部会長：○堀池恒史 
部 会 員：○高橋英二 ○神田 暁 
特別部員：志村孝次 石関五郎 

１．課題 
 
 ①新耐震木造住宅検証法講習会について 
 
  ・講習会内容確認等 
 
   （役割分担） 
    講師：寺坂、堀池  
    司会：高橋 
    プロジェクター操作：神田 
 
    ・パソコン、プロジェクター、コードは事務局備品を使用 磯部氏に確認済。  
 
    ・冒頭あいさつは部会より副会長又は委員長に依頼。書面不要。 
 
    ・配布資料は遅くとも１週間前までには欲しいとのこと。磯部氏 
 
    ・当日は 5：30 事務局に集合。アンケートを集めた方が良いのでは。 
 
    ・次第は参考例を元に案を作成し、事務局の意見を入れて部員に送る。 
 
    第一部：寺坂担当 
 
     ・範囲はステップ１ チェック６ 建物の各部位写真撮影 までの解説。 
      ２×４法の建物は適用範囲外とする。 
 
    第二部：堀池担当 
 
     ・マニュアルにある「新耐震木造住宅検証法 結果表」を実務では計算出力に付けて提出すべ 
      きか。不要ではないか。 
 
     ・費用はどのくらいで考えるか。与えられた資料で計算のみであれば、１人工もかからない。 
      ただ前後の対応も違ってくるので、一概に決めるのは困難であろうから、当面各自判断とする。

 
     ・堀池氏が例を作って何枚か資料添付する。（５～６枚） 平面図は欲しい。 
 
     ・各自、ソフトを動かしてみて、疑問点、不明点を堀池氏に伝える。 
 
 ②その他 
 
 
 
次回日時 講習会直前に必要となった場合招集する。 
 
 
 
 
 
 
 

 



平成 29 年～30 年度 第４回 (一社)神奈川県建築士事務所協会 木造専門委員会 木造技術部会 議事録 

開催日時 平成３０年１１月２２日（木） 会 場 県民サポートセンター 

出 席 者 
（○） 

部 会 長：○寺坂良明 
副部会長：○堀池恒史 
部 会 員：○高橋英二 ○神田 暁 
特別部員：志村孝次 石関五郎 

（1）課題 
 
①新耐震木造住宅検証法講習会の反省等について 
 
 ・講評：集客数、講義内容は概ね成功であった。 
 
 ・改善点：受講者が兼業の施工者でなく、殆んどが専業者であったため来やすいであろう夜間としたが 
      思惑が外れ、不評だった。 
      今後の講習会開催時間の設定には、募集内容の表現に工夫が必要。 
      プロジェクターの操作員と講師の役割分担を明確にした方が良いのでは。今回講師側が慣れな

      いせいで、手順前後の箇所が あり、ページがすぐに見つからない場面があった。講師側の問題。

 
 ・質疑について：講習会後、事務局宛て１件あり。回答書を作成し、本人には回答済。但し、質疑内容が、

         講習範囲から逸脱しているので、ホ－ムページ等に掲載は不適当では。全員賛同。 
 
 ・部会内部追加疑義項目：テキストに載っている依頼者宛の書式で、「新耐震木造住宅検証法 結果表」コ

             メント欄に所有者提示資料による等の文言を入れた方が良いのでは。ケースバ

             イケースなので、個々の判断としたほうが良い。 
 
②次回目標 木材発注の際の問題点講習会について 
 
 ・当初、声をかけた市川屋さんで、１１月に伐採現場の見学会を実施していたため、セミナー講師の依頼

をするタイミングが悪いとのこともあり、時間が経ってしまい、段取りとしては進んでいない。セミナ

ーの内容を更に充実する作業を進めたい。例えば、現在使用されている木材（構造材以外）はどの様な

ものがあるか等。これまで出ている内容を増せる様各自考える。 
 
③来年度事業、予算について 
 
 ・来年度事業について  
 
  来年度体制がどのようになるか不明だが、このままの状態で行われるとして考える。 
  小規模勉強会等ができなくなってしまったので、年一回の５０名収容程度の講習会を開くのが限度。 
  見学会に関しては、小規模木造の現場では対象となる物件が少ない。 
  材料メーカー等に絞られてくるが、当面該当する材料が見当たらない。  
  省エネ法関連は来年以降注目すべき課題。 
 
  年１回の５０名程度の講習会を予定したものと、会議費で予算計上し、 その後は、委員長判断をお願い

する。 
 
④その他 
 
 
 
次回日時 ２月初旬とし、１月に各自の予定を調整し決定する。 
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